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と
て
も
不
思
議
で
、
不
可
解
な
写
真

で
す
。
日
本
国
全
権
代
表
の
園そ

の
だ
す
な
お

田
直
外

務
大
臣
と
中
華
人
民
共
和
国
全
権
代
表

の
黄こ

う

華か

外
交
部
長
が
、
署
名
調
印
し
た

批
准
書
を
取
り
交
わ
し
、
握
手
を
し
て

れ
た
日
中
平
和
友
好
条
約
批
准
書
交
換

式
の
光
景
。
翌
日
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
、
大
学
生
の
僕
は
眺
め
、
そ

し
て
訝
り
ま
し
た
。
４
名
の
座
席
前
に

置
か
れ
て
い
た
名
札
の
表
記
の
違
い
に
。

左
か
ら
順
に
鄧
小
平
副
総
理
、
黄
華
外

交
部
長
、
園
田
外
務
大
臣
、
福
田
総
理

大
臣
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
先
方
は
姓
名
で
、
当
方
は

名
字
だ
け
な
の
だ
ろ
う
。
先
方
が
「
賓

客
」
だ
か
ら
?　

な
ら
ば
猶
の
事
、
迎

え
入
れ
た
側
も
フ
ル
ネ
ー
ム
を
名
乗
る

べ
き
で
は
。
改
め
て
今
回
、
共
同
通
信

社
か
ら
当
該
写
真
を
購
入
す
る
と
、
僕

の
記
憶
は
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

星
霜
を
経
て
、
産
業
革
新
投
資
機
構

＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
の
田
中
正
明
社
長
の
辞
任
会

見
。
官
民
フ
ァ
ン
ド
か
ら
「
官
フ
ァ
ン

ド
」
へ
と
１
８
０
度
転
換
さ
せ
る
文
書

が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
経
済

産
業
省
の
官
房
長
、
事
務
次
官
、
大
臣
、

或
い
は
官
邸
、
何
れ
の
段
階
で
の
意
思
、

判
断
で
し
ょ
う
か
と
質
問
を
受
け
た
彼

は
答
え
ま
し
た
。「
霞
ヶ
関
の
方
々
は

主
語
を
用
い
て
仰
ら
な
い
か
ら
、
私
に

は
判
り
か
ね
ま
す
」。

　

英
語
も
仏
語
も
独
語
も
中
国
語
も
、

会
話
に
は
主
語
を
伴
い
ま
す
。
日
本
語

は
異
な
り
ま
す
。
複
数
に
向
け
て
語
る

会
議
や
講
演
に
於
い
て
も
。
英
語
で
は

最
後
を
「do

I

」
で
締
め
る
と
、
そ
れ

は
念
押
し
。「
と
私
は
思
い
ま
す
」
の

婉
曲
話
法
と
は
対
極
で
す
。

　

山
国
で
の
知
事
時
代
、
フ
ル
ネ
ー
ム

＝
バ
イ
ネ
ー
ム
で
話
そ
う
、
記
そ
う
、

と
励
行
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
例
え
ば

自
己
紹
介
の
際
に
は
「
道
路
建
設
課
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
私
は
小
林
一
郎
で

す
」。
肩
書
を
自
慢
す
る
為
に
働
く
の

で
は
な
く
、
付
与
さ
れ
た
権
限
に
基
づ

く
職
責
を
果
た
す
責イ

ン
・
チ
ャ
ー
ジ

任
者
と
し
て
の

気
概
を
抱
い
て
貰
う
べ
く
。
県
民
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
に
寄
せ
ら
れ
た
提
言
・
質
問

へ
の
返
答
は
手
紙
で
も
メ
ー
ル
で
も
、

部
長
、
課
長
、
担
当
者
の
３
名
の
氏
名

を
横
書
き
で
１
行
に
肩
書
無
し
で
記
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
返
答
し
て
い
る
の

か
否
か
杳
と
し
て
判
ら
ぬ
、
形
骸
化
し

た
決
裁
文
書
を
改
め
、
組
織
全
体
で
指

摘
を
共
有
し
、
改
善
す
べ
く
。

　

先
般
、
Ｇ
20
の
個
別
会
談
や
日
韓
議

連
総
会
を
報
じ
る
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
の
電
子

版
を
眺
め
て
、
40
年
前
と
同
じ
違
和
感

を
抱
き
ま
し
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
が
会
談
」（
産
経
新
聞
）。

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
習
近
平
（
シ

ー
・
ジ
ン
ピ
ン
）
国
家
主
席
が
首
脳
会

談
」（
日
本
経
済
新
聞
）。「
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
ド

イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
と
会
談
し
、
貿

易
や
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
協
議
」

（
時
事
通
信
）。「
安
倍
首
相
は
祝
辞
を

寄
せ
ず
、
文
在
寅
（
ム
ン
・
ジ
ェ
イ

ン
）
大
統
領
と
面
会
す
る
日
韓
議
連
の

額
賀
会
長
に
信
書
を
託
さ
な
い
異
例
の

対
応
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）。

　

嫌
中
・
嫌
韓
が
売
り
物
の
メ
デ
ィ
ア

で
す
ら
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
指
導
者

の
み
フ
ル
ネ
ー
ム
。
更
に
は
字
数
・
行

数
の
増
加
を
確
実
に
齎も

た
ら

す
カ
タ
カ
ナ

表
記
の
振
り
仮
名
も
冠
し
て
い
ま
す
。

紙
幅
が
限
ら
れ
る
紙
媒
体
に
於
い
て
も

個
々
の
記
事
の
最
初
に
登
場
す
る
際
に

は
必
ず
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
、
テ
リ

ー
ザ
・
メ
イ
、ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
プ
ー
チ

ン
と
記
す
「
欧
米
」
と
の
明
白
な
違
い
。

　

近
い
将
来
、
Ｇ
20
の
場
で
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
相
が
共
に
ス
ミ

ス
。
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

首
相
が
共
に
ブ
ラ
ウ
ン
だ
っ
た
場
合
、

島
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
如
何

に
対
応
す
る
の
か
な
？ 

他
方
、
野
球

球
団
に
同
姓
が
存
在
の
場
合
、
鈴
木
一

郎
を
鈴
木
（
一
）、
鈴
木
義
雄
を
鈴
木

（
義
）
と
表
記
す
る
日
本
。
紙
幅
に
制

限
な
き
電
子
版
で
も
相
変
わ
ら
ず
で
す
。

フ
ル
ネ
ー
ム
・
バ
イ
ネ
ー
ム
が
根
付
か

ぬ
日
本
。
責
任
の
所
在
が
曖
昧
な
「
空

気
」
で
動
く
社
会
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
す
。
そ
の
両
脇
で
は
福
田
赳
夫
内

閣
総
理
大
臣
と
鄧
小
平
国
務
院
第
一
副

総
理
が
拍
手
を
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
10
月
23

日
に
永
田
町
の
首
相
官
邸
で
執
り
行
わ フルネーム バイネーム

★
次
号
２
月
号
の
発
行
日
は
２
月
１
日
で
す
。


